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8 . 縄文時代前期 「 曽 畑式土器』 に つ い て

(1) 曽 畑貝塚の調査の歴史

曽 畑 貝 塚の調査の歴史 は 古 〈 明治中期 に の ぼ り 、 日 本の考古学の進展 に 当初 か ら 参加 し て き て
お り 、 九州地域 に お い て も っ と も 早 く か ら 注 目 さ れて き た 遺跡で あ る 。 そ し て 日 本圏 内 の 縄文時

代研究の枠 を 越 え て 、 早 く か ら 大陸 と の 関連が問われて き た こ と も 周知の こ と で あ る 。

「古 く は A ， B 地点、の 周 囲 の水田一面 に も 貝殻が在 っ た の だ が 明 治年聞 に 掘 り 下 げて 水 田 と せ

ら れ た の で あ っ た 。 」 と は 、 清野謙次氏 (1969) r 日 本貝塚の研究』 に 記 せ ら れた 、 本来 の 曽 畑貝

塚の分布状況 ・ 範囲 を 明確 に 教 え て く れ る 貴重 な 報文で あ る 。 明 治年間 に 「貝殻 を と っ て 石 灰 に
焼 く 」 と い う 商業が行わ れ た 程 に 大規模の 員塚で あ っ た こ と が知れ る し 、 現存す る 貝塚へ と 一帯

と な り 繋が っ て い た こ と も 理解 さ れ る 。 曽 畑貝塚が学会 に 初 め て 登場 す る の は若林勝邦氏 (1蜘)

『東京人類学会雑誌』 第 5 巻第49号で あ り 、 中 山平次郎氏 (1918) r 考 古 学 雑誌 』 第 8 巻 第 5 号

「肥後国宇土郡花園村岩古 曽 字 曽 畑貝塚の土器J が著名 で あ る 。 発掘調査 は 行 わ れ て お ら ず採集

さ れた 土器や石器の紹介が行われた も の で あ る が、 当時か ら 「細形刻紋」 土器 と し て 注 目 さ れ朝

鮮半島の土器や南島か ら 出土する 土器 と の関連に 注 目 さ れで き て い る 。

1923年 に 清野謙次氏の発掘調査が実施 さ れて い る 。 土器で は轟式土器 ・ 曽 畑式土器 ・ 阿高式土

器 ・ 鐘ケ崎土器 な ど が 出土 し て お り 時期的 に複合 し た 貝 塚で あ る こ と が知 ら れ、 石器 や 貝 類 な ど

豊富 な遺物が出土 し て い る 。 曽 畑式土器の文様 に つ い て (1)点線並列紋、 (2)短直線或 い は 長 め の 直

線の並列紋、 (3)短直線 を 斜 め に 並列 さ せて 羽状 と し た紋様、 (4)直線 を 組 み合 わ せ て 重複三角形 に

近い紋様、 (5)直線 を 組み 合 わ せ て 重ね た 四 角形紋様、 (6)直線 を 組み合わ せ て 重ね た 菱形紋様 と の

分類が行われて お り 、 そ れ は今 日 の分類作業の原典 と も な っ て い る 。

宇土半島基部 に は 当時か ら 著名 な 貝塚が多 〈 宇土市轟貝塚、 松橋町大野 ・ 宮島貝塚、 城南町阿

高 ・ 御領貝 塚 な ど が あ り 、 九州 の 貝塚研究の先駆 を な し て き て い る 。 1930年鳥居龍蔵の来熊に よ

り 御領貝塚の発掘調査が行われ、 こ れ を 契機に 肥後考古学会が発足 し 、 地元の研究者 に よ る 本格

的 な 活躍が始 ま る こ と に な る 。 著名 で あ る 小林久雄氏の 『肥後縄文土器編 年 の 概 要 � ( 1 93 5 ) 、

『九州 の縄文土器.D (1939) な どの発表が あ る 。 曽 畑貝塚に も 小規模の発掘調査 を 行 っ た り 、 幾

度 と な く 通 わ れ 曽 畑式土器の分析 と 編年的位置づ けが行われ る こ と に な る 。

氏 に よ る 曽 畑式土器の位置づ け は 当時の少な い資料、 大規模の発掘調査がで き な い な か に あ っ

て 大 き な 変移 を 見 な が ら 見事 な 編年大系が築 き 上 げ ら れて い る 。 当初、 「肥後縄文 土 器 の 上 限 に

阿高式土器 を 置 く こ と は 、 大体に 於 い て 許容 さ れ る べ き こ と 」 と の視点か ら 轟式土器 ・ 曽 畑式土

器 は 後行す る も の と さ れ な が ら 、 一方に お い て は関東や中園地方 の 貝 塚調査 に 於 け る 層位的事例

に 比較 し て 阿高式土器 を 最上限に位置づ け る こ と に 疑問 も 発せ ら れて い る 。 『縄文式土器の研究』 。
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但 し 、 阿高式土器 と は 製作技法の相違、 文様の著 し い 相違が指摘 さ れ 、 直 接 的 な 推 移 を 否 定 。

「全 く 他の文化的要素の介入 と 考 え ざ る を 得 な い」 と さ れた 。 そ し て 、 「轟式土器が茅山式土器並

び に 東三洞土器 に 類似す る と 同様 に 、 此種土器 も 東三洞及牧 ノ 島滴仙町貝塚土器 と 対比す べ き も

の で 、 其三角組合文及異方 向 の集束平行線の組合の如 き 、 文様 と し て の類縁 を辿 る 事が出来ゃ う 。

尚 南方奄美大島の土器 に も 多少の類縁が あ る の で あ ろ う が、 殊 に 琉球土器 と の 関係 は相 当 密接 な

も の が あ り 、 恐 ら く は 之等が琉球土器の祖原 を 成す も の で あ ろ う 。」 と の記述 は今 日 に し て 揺 る

ぎの な い 視点、 と な っ て い る 。

『御手洗遺跡の土器 に 就 い て 』 に お い て 御手洗式土器の分類位置づ け に 関 し て 大 き な 展開が見

ら れ る 。 御手洗遺跡 出土土器の分類 に よ り 、 つ い に は縄文の施文形態 を 通 し て 阿高 一 御手洗ー 西

平 一 御領 と の変遷 に 到達 さ れて い る の で あ る 。 こ こ で、 い ま だ轟式土器、 曽 畑式土器 と も 御手洗

式土器の 範曙 と し な が ら 、 松橋町宮島貝塚の発掘調査 を 通 し て の轟式土器 と 曽 畑式土器 と の層位

的上下関係 を 重視 し 前者が古い こ と 、 そ し て 轟式土器がか な り 古 く な る と の予感 を 感ぜ ら れる の

で あ る 。

『薩摩園枕崎町花渡川遺跡』 に よ っ て 第一類 (細形刻文) 、 第二類 (条痕文) 、 第三類 (隆起線

と の分類が お こ な われ、 曽畑式土器及び轟式土器が層位 的 な 確 証 は な
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い と し な が ら も 古 く 位置づ け は じ め ら れて い る 。 そ し て 、 『肥後の縄文式土器』 に 到 っ て 明 確 に

阿高式土器 か ら 御領式土器へ と の系統 を 論ぜ ら れ る と と も に 「私 は 以前 の考 え よ り も 轟 ・ 曽 畑 を

古 く 考 え て い ま す。 こ れ は 阿高、 其の他 と 、 直接に 関係づ け る 関連性が非常 に 少 な い の で あ り ま

す。」 と 記述が な さ れて い る の で あ る 。

戦後は 1959年、 慶応大学考古学研究室江坂輝頭氏 を 中心 と し た調査団 に よ る 発掘調査が実施 さ

れて い る 。 現在、 曽 畑東 ・ 西貝塚 と 呼ばれ る 一帯の調査で あ り 、 東西50m X 幅 2 m と 直交す る 10

m x 2 m を 2 本、 合計 3 本の ト レ ン チ を 設 け て 実施 さ れて い る 。 以下、 当時地元で報 じ ら れ た 成

果 を 見 る と 、 ま ず清野謙次氏の調査地点 を 中心 と し て い た 貝塚の分布範囲 は 、 北側の 台地 ま で拡

が っ て い る こ と を 明 ら か に し て 、 東貝塚 と 西貝塚 と に分 け ら れ る こ と が判 明 し て い る 。 東 貝 塚 は

縄文後期 を 主体 と し て い る が、 西貝塚は縄文早期か ら 後期 ま で 4 層 に 分 層 が で き て い る 。 「 表 土

下20佃の と こ ろ に 厚 さ 20 - 30叩の第 1 貝塚が あ り 、 出土す る 土器 は 縄文後期 の も の に 限 ら れ る 。

そ の下部が第 E 層 で厚 さ 10叩の土。 第 E 層 は 貝 層 で30叩、 磯が多 く 貝 も ハ マ グ り な ど大型の も の

ばか り で 、 出土す る 土器 は弧線文 (上部) 直線文 (下部) の特徴が は っ き り し た 曽 畑式 だ っ た 。

第 W 層 は 褐色土が40cm ほ ど あ り 、 そ の下は赤粘土 に な っ て い る 。 第 W 層 に 含 ま れ る 土 器 に は 貝 殻

条痕文や細 い 隆起線の文様 が あ り 曽 畑式 よ り も 古い も の と 推定 さ れて い る 」 。

今 日 の考古学調査成果か ら 付近の土層 と 比較すれば、 第 V 層 の 赤粘土が 「鳥栖 ロ ー ム 層」 に 相

当 し 、 第 W 層 は 本来的 で あ れ ば下位か ら 「ニ ガ シ ロ 層」 一 「黒褐色粘質土層」 ー 「黄褐色土 ・ ア

カ ホ ヤ 層J と な り そ う で あ る 。 40叩の厚 さ が あ る こ と か ら 「 ア カ ホ ヤ 」 を め ぐ る 層位的把握の で

き る 可能性 を 有 し て い る と 見れ よ う 。 出土 し た 曽 畑式土器 は 深鉢 と 鉢形土器で あ る が、 明 確 に 横

位の区画 を 施 し た り 、 刺突文 を 施文 し た 土器が見 ら れず、 短直線や 山形文 を 複合 さ せ る 資料が多

い 。 縦位の 区 画 を 施 し た り 、 短直線 を 主 と し た 口 縁部内面の施文率が高い よ う で あ る 。 清野謙次

氏の発掘調査出 土資料で は 、 横位の 区画 を な し 、 刺突文や複合鋸歯文 を 施 し た 資料が報告 さ れて

い る 。 今 回 の発掘調査で も 後者の資料の 出土が あ り 、 こ れ ら の資料比較 ・ 分析作業 を 必要 と し て

い る 。

1976年建設省一般国道 3 号松橋パ イ ノf ス 建設計画 に 伴 い 、 熊本県教育委員会が貝塚の西南方 向

約100m離れ た 水 団 地 に 試掘調査 を 実施。 縄文時代前 ~ 後期 の 良 好 な 包含層 を 検出 し て お り 、 両

者の協議 を 進 め今 回 の 調査 に 至 っ て い る 。 貝類 も 若干出土 し て お り 貝塚が拡大す る 可能性 も 考 え

ら れ、 ま た検出 さ れた 曽 畑式土器 に は 口 縁部 に 刺突文 を 施 し た も の も 見 ら れ、 土器内容の拡充 も

期待 さ れた 。

(2) 熊本県 内 出土の 曽 畑式土器

今 日 ま で熊本県内 か ら 出土 し た 曽 畑式土器の遺跡地名 と 関係文献 目 録 を 次表 の 通 り 作成 し て い
る 。
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第 1 3 表 曽 畑式土器関係主要文献一覧表 (引用 ・ 参考文献)
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第 1 4 表 熊本県 内 曽 畑式土器出土遺跡一覧表

ぬ | 遺 跡 名 所 在 地 調 査 | 遺 物 保 管 | 文 献

跡

跡

遺

跡

遺

点

遺

庭

跡

遺

跡

跡
跡
跡

迫

跡

跡

跡
地

跡

跡

校

跡

遺

底

跡

コ

遺
跡

跡
跡
遺
遺
遺
跡

ろ
跡

遺

遺

遺
A
跡
遺

地

遺

校

跡
遺

海

跡
跡
遺

跡
跡
跡

ン
跡
庭
遺

跡
遺
遺

遺
跡
跡
し
遺

穴

野

遺

跡

跡
塚
跡

湿

坪

学

跡

遺

跡
跡
社

洲

遺
遺
尾
跡
遺
遺
遺

ゼ
遺
校

跡
遺

後
口
良

遺
遺
う

洞
原
跡
内
跡
潤
跡

原
遺
跡
遺
貝
遺
塚
跡

跡

低

中
塚

塚
中

塚

遺
跡

内
跡
遺
遺
神

塚
塚
ン
塚

七
遺

川
跡
ヒ

中
目
遺

田
村
の
の
々
橋

下
跡
戸
東
遺
陳
遺
・

遺
回
積

遺

ラ

貝
遺
塚
塚
遺
塚
塚

山
貝
塚
員
四
塚
貝

遺
野
川
遺

留

貝
貝
デ
貝
平
水
所
平
迫
島
石
遺
寺
原
野
葛

平
牟
本
宮
出
多
土
敷
敷
畑
の
遺
岩
田

町

部
部
反
小
窪

閑
ワ
原
見

貝
貝

貝
貝
塚

神
崎
貝
江
第
貝
原
塚
地

平
招

寺
峰
岡

崎
回
イ
園
ケ
ケ
願
国
後
々
源
野
願
の
木
子
関
の
山
山
山
山
山
鶴
屋
屋
切
坂

ノ
保
島
田
水
南
南
八
鹿
目
白
古
キ
池
田
平
高
島
野
畑
畑
貝

場
多
島
ツ
村
迫
ノ
貝
染
神
川
出
石
ノ
ケ
田

竹
尾
ヒ
若
松
桜
御
牟
中
野
水
伊
満
田
久
烏
古
襟
宮
宮
宮
宮
宮
桑
古
本
大
扇
広
天
方
戸
竜
神
新
上
迎
渡
保
大
上
カ
小
辺
片
阿
宮
曲
曽
曽
轟

馬
波
産
四
泉
柿
沖
柳
黒
石
深
湯
鳴
上
鼓
里

噌i

n4

q3

44

ra

nO
弓，

。o

nB

AU

唱A

n4

内d

aaT

ra

n口

弓，

。o

nv

AU

唱A

n4

内a

aaτ

ra

nO

勿，

。。

nMM

AU

咽A

n，“

内d

aaT

FD

CD

勿，

。o

nMM

AU

'i

n4

qa

aaτ

rD

PO

勾，

。。

nwd

nU

咽i

n4

qa

aaτ

FD

80
弓g

oo

nv

nU

唱A

n4

内a

aaτ
Eu

eO

弓，

唱A

唱A

唱A

噌i

唱A

唱A

唱A

唱A

唱A

唱A

の4

n，U

内，“

η，白

内4

の4

の4

。，白

内，u

n，a

内J

nJ

qo

qa

qa

内J

qd

内d

nd

内3

4aτ

aaτ

aaT

daτ

aaτ

aaT

aaT

aaτ

aaτ

aaτ

FD

Fa

Ea

pa

ra

ra

pa

ra

zu

ra

no

no

コン

庭

地

平

ゼ

校

)
郎

上

染

圏
ケ
水

ヒ

中

橋

迫

原
次

ノ

平

黒

社

若
松
ケ
尾

寺
原
野

土

ろ

訪
鶴

戸

片

庭

原

字

神

洲
字
字
桜
七

島

願
の
木

後
口
良
鶴

し

諏
字

字

原

字

校

ノ

川

寺
峰
留

ン
回
足
字
所

々
川

満
田
久
目

田
村
の
の
々
桑

う
下

(
内

内

積
窪

嘉

平

校

沖

瀬

石
ノ
ケ
岡

デ
江
尾
麗
願
平
迫
野
石
野
字

須
葛

平
牟
本
宮
出
多
字
敷
敷
畑
の
広
山

陳

谷

小
田

閑
六
原
見
城
高
島
野
畑

崎

江
学

字

坂
神

鳴
上
鼓
田

崎
回
イ
字
字
字
御
国
後
字
字
伊
大

猶
子
関
の
山
山
山
山
山
森
屋
屋
切
坂
字
字
原

字

西

鹿
保
曲
古
上
池
田
字
阿
宮
曲
曽
園
議

多

ツ
中
迫
江
柳
字
石

内
町
町
町
里

竹
尾
ヒ
大
大
大
字
牟
中
町
源
字
町

村
烏
古
襟
宮
宮
宮
宮
宮
小
古
本
大
扇
大
大
東

大

町
町
田
波
町
大
上
町
小
辺
大
町
町
町
町
花
荘

場
波

四
四
柿
二
町
大
木
野
川
屋
寺
寺
字

町

町
町
村

町

志
水
原
因
H
野
町

村
町
田
町
町

部
部
反
町
本
町
町
島

町
町
南
橋
橋
曽
町
ノ

馬
町

町
第

町
野
町
奈
平
招
地
成
成
町

水
H
洲
水
志
H
津
H
H
合
字

小

木
原
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
央
鹿
保
島
田
水
南
南
八
江
江
図
削
嘉
H
船
部
城
松
松
古
園
宮

字
角
島
北
村
H
和
矢
北
津
川
出
木
願
願
回

天

長
菊
旭

大

西
大

南

久
西

鹿
菊
方
戸
竜
神
新
上
迎
大
大
画
弓
郡

御
矢
郡

岩
花

大
三
産
竜
泉

五
大
苓
小
深
湯
市

免

郡

郡

市

郡

郡

市
市

城

城

市

市
郡
市
郡

郡

市
市

吉

郡

名
H
H
H
池
H
H
H
H
H
池
H
蘇
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
本
H
鹿
本
H
H
H
H
H
H
H
H
H
益
H
H
H
益
H
H
土
H
H

土
土
代
代
H
H
草
H
H
俣
俣
H
人
H
H
磨

玉

菊

菊

阿

鹿

山
熊

上

下

字

字
字
八
人

天

水
水

球

発掘調査

薬鋪調室
採 集

発掘調査

採 集

発掘調査

委掘調妻

発掘調査

発掘調査

採 集

発掘調査

採 集

発掘調査
採 集

発掘調査
採 集

玉名 高校
天水町教育委員会

菊水町歴民資料館

菊池高校
熊本県教育委員会

西原村教育委員会

熊本大学文学部
西原村教育委員会

熊本県教育委員会
山鹿市教育委員会

熊本県教育委員会

熊本市教育委員会

域南町歴民資料館

熊本県教育委員会
慶応大学文学部
民本県教育委員会

京都大学文学部
熊本大学文学部

五和町歴民資料館

本渡市歴民資料館

熊本県教育委員会

aaτan噌
FD

'i

ququ
内4

。4n4
唱A内品。4n4
qo

36 

31 

10 

5. 6 
54 

12 

49 

- 301 ー



第 2 節 考 察

h 
ノr‘ c.，"V 

J r 

λP 
J " q J 

菊 池 川 流域遺跡群 大分県

福岡県

佐賀県

宮
崎
県

。 20km 

第 1 18図 熊本県地域縄文前期 曽 畑 式土器分布状況図

- 302 ー



第 W 章 分析 ・ 考察

熊本県 内 で 曽 畑式土器 を 出土 し た遺跡は一覧 に 示す通 り 、 約70 カ 所 を 数 え て い る 。 殆 どが採集

作業で の確認に 委ね ら れて い る こ と は否めず、 発掘調査や採集作業の進度の差異が あ る こ と を 前

提 と し な ければ な ら な い が、 大 ま か な分布傾向 は 求 め る こ と がで き ょ う 。

分布図の作成 を 行 う と 、 県 内 の 中北部 に 大半が存在 し 、 南部地域や 天草地域で は 散在 し た状況

を 示 し て い る 。 周知の よ う に 前者 に は 菊池川 ・ 白 川 ・ 緑川 、 後者 に は 球磨川 ら の主要 な 河川 が存

在 し 、 遺跡の分布 に 大 き な 係 わ り が あ る こ と を 述べ ら れ よ う 。 そ し て 遺跡群 を 大 き く 捉 え る と 、

筑後川 最上流域遺跡群、 菊池川 流域遺跡群、 鞍岳西麓遺跡群、 阿蘇外輪山 西麓遺跡群、 白 川 ・ 緑川 中

流域遺跡群、 宇土半島基部 (西海岸部) 遺跡群、 球磨川流域遺跡群 な ど と し て 捉 え る こ と がで き る 。

〔筑後川最上流域遺跡群〕

県下の最 も 北側 に 位置 し 、 九州 山 地 を 構成す る 久住山 ・ 涌蓋山 の西麓で700 - 800m上の高原 帯

に 立地 し て い る 遺跡群で あ る 。 筑後川 の最上流域で あ り 、 東九州地域 と の 関連 を 求 め る 作業 に 重

要 な地点で あ る 。 す で に 、 下城遺跡の発掘調査等 を 通 し て 、 後期 旧 石器時代や縄文時代早期 に お

け る 人為的痕跡が知 ら れて い る 地域で も あ る 。 縄文時代前期の遺跡や遺物 に つ い て 大 き く 明 ら か

に さ れた段階で は な い が、 こ の地域 に も 足跡が確実 に 残 さ れて い る こ と が述 べ ら れ る 。

〔菊池川流域遺跡群〕

下流域で は 貝 塚 〔尾田 ・ 竹崎 ・ 若園〕 を 形成 し 、 こ の な かで最 も 高 い若園貝塚が海抜約1 1 m で

あ る 。 土器群 内 容 は 、 す で に 発掘調査が行われ報告 さ れた 尾 田 貝塚 に 求 め ら れ る が、 調査者 は 沈

線の幅が広 く て 浅 い も の が 多 く 、 文様構成 も 乱れて い る た め 曽 畑式土器の終末期の も の と 判断 が

な さ れて い る 。 地理的 に は 西海岸域で あ り 、 今後先行す る 土器群が検出 さ れて し か り で あ る が、

中流域の 台地上で の分布が非常 に 少 な い の も 特色で あ る 。 発掘調査が行われ た 天 ノ 岩戸洞穴で の

遺物が みれ、 波状 を な す 口 縁部の深鉢で刺突文や複合鋸歯文での文様構成が あ る 。 滑石の混入 も

あ り 、 下流域の資料 よ り も 古 い様相 を 示 し て い る 。 な お 、 最上流域の 菊池市水源地区 に も 数 ケ所

遺物が 出土 し て い る 。 支流で あ る 合志川 の上流域 に 遺跡群が あ り 、 次 に 鞍岳西麓遺跡群 と し て 捉

え て い る 。

〔鞍岳西麓遺跡群〕

阿蘇外輪の一角 を な す鞍岳西麓一帯 に 纏 ま っ た遺跡群が所在す る 。 高度200 - 400m の壮大 な 傾

斜地で は 中後迫遺跡 に 代表 さ れ、 複合す る 文化層が検出 さ れ る 。 火 山 灰層 に も 恵 ま れ 、 文化層 の

層位的 な 把握が可能 な と こ ろ で あ る 。 事実、 中後迫遺跡で は 「 ア カ ホ ヤ 」 層 の上位か ら 曽 畑式土

器が出土 し て い る 。 2 - 4 条の刺突文 と 、 区画 を な し 複合鋸歯文 を 施 し た土器 は 底部 ま で施文が

及 び古 い 様相の残存傾向 を 見せ て い る 。

〔阿蘇外輪山西麓遺跡群〕

白 川 左岸で海抜高度200 - 300m上 に 立地 し 、 西海岸部か ら 35km程内 陸部 に 入 っ た 地点 と な る 。

広大な 平地が広が る 中 に 県内 で 最 も 集中す る 遺跡群が所在す る 。 阿蘇 カ ル デ ラ 内 で遺跡 は 少 な く 、

僅 か に 南郷谷で久木野中学校校庭遺跡が確認 さ れて い る の に 止 ま る の で 、 こ の流域での東限 を 示
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す こ と に な る 。 言わ ば、 東進の 行 き 止 ま り 現象 と で も 捉 え ら れ る の で あ ろ う か。 桑鶴土橋遺跡の

発掘調査が実施 さ れて お り 、 多 く の資料が提示 さ れて お り 、 多 く の資料が提示 さ れて い る 。 出 土

し て い る 深鉢は概 し て 刺突文が少な く 、 短直線か ら の開始が多 い 。 特徴的 に 殆 ど の ロ 縁部 内 面 に

施文が あ り 、 やや外反 し た 口 縁部 も 多 い 。 出土層 も 「ア カ ホ ヤ」 上位 に 求 め ら れて い る 。

〔 白 川 ・ 緑川 中 流域遺跡群〕

白 川左岸段丘上 に 集中傾向 が あ り 、 海抜高度30 - 50m上に位置 し 、 西海岸部か ら の距離は20km

以 内 で あ る 。 白 川 流域で は 右岸 に 少 な く 、 遺跡は 左岸に 多 く 位置す る 状況は縄文時代の 各時期や

他の時代で も 同様の傾 向 が指摘 さ れ、 河川敷への高 さ に 起因す る も の と 理解 さ れて い る 。 そ の よ

う な 中 で 、 今回発掘調査が実施 さ れた熊本市竜 田陳 内遺跡は右岸 に 位置 し 、 良好 な 資料 を 提示 し

て い る 。 一方、 緑川流域で台地縁に 立地す る 嘉島町や御船町で は 貝 塚が形成 さ れて い る 。 カ キ ワ

ラ 貝塚 と 辺 田 見貝塚で あ り 、 高度10m を 下が り 最 も 内陸部 の 貝塚 と な る 。

竜田 陳内遺跡で の土器群は滑石の混入率が低い こ と 、 口縁部に 刺突文の施文が非常 に 少 な く 、

口 縁部内面の施文が多 い な ど特色 が あ り 、 県内 西海岸部土器 に 比 し て やや新 し い 時期で あ る こ と

を 示す か に あ る 。 一方、 カ キ ワ ラ 貝塚の土器 に は刺突文や 区画 そ れ に 複合鋸歯文の施文が見 ら れ、

古 い様相 を 如実 に 示 し て い る 。

〔宇土半島基部 (西海岸部) 遺跡群〕

著名 な 曽 畑貝塚 ・ 轟貝塚 ・ 阿高貝塚 ・ 宮島貝塚な ど大貝塚群が形成 さ れて い る 。 海抜高度10m

以下の 台地縁 に 立地 し 、 縄文海進期 に お い て は 、 海辺 に位置 し て い た も の と 見 ら れ る 。 そ し て 何

れ も 内湾で遠浅が拡が り 、 背後 に は雁回山や 白 山 な どの山稜がひか え る な ど、 自 然環境 に 究 め て

恵 ま れた 場所が選ばれて い る 。

今回 の 発掘調査 に よ っ て 低湿地に 貯蔵穴群が形成 さ れて い る 事実が判 明 し 、 貝塚の 捉 え 方 に 変

化が求め ら れて き て い る 。 轟貝塚近 く の馬場遺跡の貯蔵穴群 も 当然同様の形態 を 持つ も の と 評価

さ れ よ う し 、 今後、 各貝塚の新た な る 調査 と 構造の解明 を 図 ら な けれ ば な ら な い 。

出土 し た土器群 も 従来の 曽 畑員塚出土土器 に 比 し て 、 深鉢は 刺突文や 区画 、 複合鋸歯文 な どの

施文が活発で あ る 。 両者 に 時 間 的 な 幅 が指摘で き る も の で、 こ の遺跡の開始が よ り 早い も の で あ

っ た こ と 、 そ し て 、 長期 に E る 遺跡で あ る こ と が指摘 さ れ る 。

こ の ほか 、 海岸近 く に 位置す る 遺跡 と し て 八代地域の 四 ツ 江 ・ 産島 貝塚や天草島の著名 な二江 ・

柳貝塚が あ る が、 貝塚内容の把握作業 を 進め な ければ な ら な い 。

〔 そ の他遺跡群〕

南部地域や球磨 ・ 人吉地域での状況が次第 に 明 ら か に さ れて き て い る 。 特 に 、 後者で は 鼓 ケ峰

遺跡の発掘調査 が あ り 、 内 陸部 に 40回 も 入 っ た地域の特色が提示 さ れて い る 。 口 縁部の外反状態

や文様構成 ・ 施文 な ど地域性 を 示す か に あ る 。
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(3) 熊本県地域 に お け る 曽 畑式土器の編年

県 内 で 見 ら れ る 曽 畑式土器の検討作業 を 行い 、 編年案 を 次図 に 示 し て お き た い 。 前述の遺跡群

の時間的移 行 は 凡 そ 〔宇土半島基部 (西海岸部) 遺跡群〕 → 〔菊池川流域 ・ 白 川 ・ 緑川 中流域遺

跡群〕 → 〔鞍岳西麓 ・ 阿蘇外輪西麓遺跡群〕 → 〔筑後川 最上流域 ・ 球磨川流域遺跡群〕 と し て 捉

え ら れ る で あ ろ う と の観点か ら 進 め て い る 。 そ し て 、 宇土半島基部 (西海岸部) 遺跡群の土器群

を 第 I 期 と し て 第 W期 ま で順次捉 え て み た も の で あ る 。

(4) 日 本列島 に お け る 曽 畑式土器編年傾向

1 ) 曽 畑式土器の学史

1890年 曽 畑式土器が学界 に 登場 し て か ら今 日 ま で100年 を 経過す る こ と に な る 。 曽 畑 貝 塚 の 調

査の歴史 に つ い て は 先 に 少 し 記 し て き た と こ ろ で あ る が、 1935年小林久雄氏の 「 曽 畑式土器」 の

形式名 の設定の後、 曽 畑式土器 を め ぐ っ て今 日 ま で多 く の論考が行われ、 編年的位置づ け が行 わ

れて き て い る 。 特 に 最近 は 西北九州 を 中心 に 恵 ま れた遺跡状況の も と で の発掘調査の成果が著 し

く 、 層位的 な 実証 も 加わ り 明 確 な 編年作業 も 進んで き て い る 。

①1980年以前

発掘調査資料の少 な い な かで、 各地の資料 を 基 に 積極的 な研究活動が実施 さ れて い る 。 古 く 中

山平次郎、 横 山 勝三郎、 小林久雄氏 ら に よ っ て 曽 畑式土器が朝鮮半島釜山市東三洞貝塚や漉仙町

貝塚出土の櫛 目 文土器 と の 関係が指摘 さ れて い た が、 両者の相互比較 に 不可欠で あ る 九州地域 を

中心 と し た 曽 畑式土器の集成 と 編年の基礎的作業か ら進め ら れ る こ と に な る 。

杉村彰一氏 の 「 曽 畑式土器文化 に 関す る 一考察」 、 「 曽 畑式土器論考J (1962. 65 ) は 最 も 基 礎

的作業が進め ら れ た も の で 、 佐賀県唐津市西唐津海底遺跡 ・ 熊本県宇土市 曽 畑 貝 塚 ・ 鹿児島県大

口 市 日 勝山遺跡 ら の資料 を 基 に し た編年 と 文化伝播論が述べ られて い る 。 文様構成 ・ 施文法 を 重

視 し 、 文様帯 に よ る 区分法の確立 に 加 え て 、 整然 と し た規則的 な 配列 か ら 不規則への移行が時期

的移行 と な る と の視点、 で あ る 。 「西唐津海底遺跡→ 曽 畑貝塚→ 日 勝山遺跡 と 変容 し 発 展 し た も の

と 理解で き る 」 と 第 I - ill 期の時期区分が提示 さ れ、 九州西北沿岸部 → 有明沿岸部 → 内陸部 ・ 薩

南諸島 と の 時期的変遷 を 見せ る と の観点、は以来、 今 日 ま で支持 さ れて き て い る 。 曽 畑式土器 の 出

自 に つ い て は 「第 I 期の 曽 畑式土器 は朝鮮半島櫛 目 文土器 に 類似す る 」 と の従来か ら の視点 を 踏襲

し て い る 。 こ の後、 江坂輝蒲 ・ 乙益重隆氏 ら の 同様の編年作業が加わ り 、 前者 は 西唐津海底遺跡

資料の 中 に 「隆帯文 + 沈線文土器や 口 縁部 に の み 刺突文 を 持つ土器群」 が在 る こ と を 指摘 し て い る 。

坂 田 邦洋氏の 『 曽 畑式土器の研究� r長崎県福江市江湖貝塚J r熊本県玉名 市尾 田 貝 塚」 が あ る 。

江湖員 塚 は 五島列島 に位置す る 員塚で あ り 、 九州西北沿岸部 に 加 え 列島 に 曽 畑式土器が良好に 存

在す る こ と を示す と と も に 、 土器形態、 施文 に 非常 な バ ラ エ テ ィ が あ る こ と を 提示 し て い る 。 尾

田 貝塚 は 有 明海 内陸部 に あ り 、 貴重 な 地理的位置 に あ る 。 出土 し て い る 曽 畑式土器は 概 し て 施文

状況は新 し い も の の よ う で あ る 。 坂 田 氏 は放射性炭素の測定 を 数 多 く 実施 し て お り 、 曽 畑式土器
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第 W 章 分析 ・ 考察

の年代が江湖貝塚で は B . P 5310 :t 40年 ( G A K - 4055 マ ガ キ ) 、 尾 田 貝 塚で は B . P 4980 土 60な ど

測定結果が あ る 。 曽 畑貝塚で も B . C 3240 :t 130年 で あ り 近似 し た 数値が か さ な り 、 縄文時代前期

で の位置づ け に 対す る 大 き な 参考資料 と 成 っ て き て い る 。

一方、 鹿児島県鬼界 カ ル デ ラ 噴出 の ア カ ホ ヤ 火 山 灰 ( B . P 6. 000 - 65. 000年) が全国的 に 降下

し て い る 事実が 明 ら か に さ れ る と と も に 、 火 山灰層 に 恵 ま れた鹿児島県地域 を 中心 に 曽 畑式土器

は こ の ア カ ホ ヤ 火 山 層 の 上位か ら 出土す る 事例が増加 し て 、 次第 に 周知の事実 と 成 っ て き て い る 。

熊本県地域で も 比較的火 山 灰 に 恵 ま れた 阿蘇外輪山西山麓で調査が行 わ れ た 阿蘇郡西原村桑鶴土

橋遺跡や菊池郡大津町中後迫遺跡で ア カ ホ ヤ 火 山灰層の上位か ら 曽 畑式土器が 出 土す る こ と が確

認 さ れ る に 至 っ て い る 。

②1980年以後

曽 畑式土器の細分作業 を は じ め と し て 、 成立起因 の追求や成立後の展開 と 消失状況の追求 な ど

多 く そ し て 積極的研究活動が展開 さ れて き て い る 。

江坂氏が指摘 し た西唐津海底遺跡資料の な か の 「隆帯文 + 沈線文土器や 口 縁部 の み 刺突文 を 持

つ土器」 が 曽 畑式土器 に 先行す る 土器群が あ り 、 鹿児島県 出水市荘貝塚や 日 置郡阿多貝塚出土土

器の な か に 轟式土器か ら 曽 畑式土器へ と 移行す る と 考 え ら れ る 土器群が注 目 さ れて い た 。 そ の よ

う な 中 で 中村思氏 は 『縄文文化の研究』 に 「 曽 畑式土器」 を 発表 し て い る 。 曽 畑 I 式 は 長崎県江

湖貝塚や下本山岩陰 出 土土器 を 、 曽 畑 E 式 を 熊本県 曽 畑貝塚出土土器、 曽 畑 E 式 は 鹿児島県種子島

本城遺跡 ・ 沖縄県東原遺跡出土土器 ら を 基本土器 と し て い る 。 従来の編年 を よ り 具体化 し て 資料

を 示 し て い る が、 注 目 さ れ る も の に 曽 畑式土器の生成 と 消滅 に 積極的 な 展開 が あ る 。 そ れ は 生成

に関す る 「阿多 ・ 野口 タ イ プ」 の設定で あ る 。 こ れは みみ ず張れ突帯文 を 有す る 轟 B 式土器の新 し
い タ イ プの な か に 曽 畑式土器 に み ら れ る 丸底 を 呈す る 器形 が あ り 、 野 口 遺跡で は み み ず張れ突帯

文が沈線文 に 変 わ り 、 更 に 沈線に よ る 重弧文が充填 さ れた 土器が存在す る こ と に 注 目 し た も の で

あ る 。 阿多貝塚で は沈線化 は重弧文様に 止 ま ら ず、 羽状文や X 字状文 あ る い は横位の 回線文が連

続的 に 押 引 き さ れ る 文様 な ど が あ る 事 な ど も 加 え て い る 。 そ し て 、 刺突連点文や爪形文 な ど の 刺

突施文法 は 、 瀬戸 内 地方や中 園地方の前期前半に み ら れ る 伝統的手法で あ る こ と な どか ら 瀬戸 内

の 羽鳥下層 E 式土器の影響 と 考 え て い る 。 一方終末 は各地域で地方色 を 強 く 浮 き だ し て い る が、

北西九州 で は新た な 流入 土器 に よ っ て 、 後続の 中期土期 の母体 を 形成 し て い た の で あ る と み て い

る 。

佐賀県小城郡三 日 月 町竜王遺跡の発掘調査で は 曽 畑式土器が層位的 に 上下 に 分 け ら れ る 事例が

報告 さ れ、 下層 に 出土す る 土器 は滑石混入土器が多 く 、 上層 の土器 は文様構成が崩れた も の な ど

が 出土 し て い る 。 次第 に 層位的 な 実証事例がみ ら れ る よ う に な っ て き て い る 。

曽 畑 式 土 器 の 起 源 に 関 す る 論考 は 田 島龍太 「菜畑遺跡縄文前 ~ 中期 の 土器群の編年 と 様相」
『菜畑』 や 渡辺康行 「第 E 群土器 に つ い て J W長崎市立深堀小学校校舎増築 に 伴 う 埋 蔵文 化 財 緊

急発掘調査報告』 が続い て い る 。 何れ も そ の報文 に 詳 し し 、 。
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第 2 節 考 察

前者 は 「 プ ロ ト 曽 畑」 を 提唱 し て い る 。 菜畑遺跡発掘調査の結果 に 基づ く も の で あ り 、 第 1 -

V 期 に 分 け ら れ た 中で第 I 期 〔菜畑15， 16 タ イ プ〕 、 第 E 期 〔西唐津 タ イ プ) (野 口 ， 阿多 タ イ フ1

が そ う で あ る 。 層位的 な 確証の も と で進め ら れ、 明確に第 I 期は 「隆帯文土器群 と 沈線文 (弧線

文 を 主体 に 幾何文 を 含む ) 土器群の共存で示 さ れ る も の」 、 第 E 期西唐津 タ イ プ は 「 隆 智 文 土 器

と 刺突文 + 沈線文土器群 (江坂 曽 畑 I 式) で示 さ れ る 土器群」 、 ま た 、 西唐津 タ イ プ と は 平 行 共

存の地方差 と し て 捉 え て い る 野 口 ・ 阿多 タ イ プ土器群 (中村思 : 野 口 ・ 阿多 タ イ プ は 中 間 的 な 折

衷 タ イ プ の 土器群 と す る 。) は 野 口 E 類、 阿多 V A - 1 . 2、 V B - 1 - 3、 V C で示 さ れ る と し て い る 。

な お、 続 い て は第 E 期 〔江湖 タ イ プ〕 、 第 W期 〔 曽 畑 タ イ プ〕 、 第 V 期 〔山鹿IV . V タ イ プ、 轟c .

D タ イ プ、 3 式変容 タ イ プ〕 と 成 る こ と が 明示 さ れて い る 。

後者 は 層位的 な 根拠 を 全て に 擁 し た と は さ れ な い よ う で あ る が、 菜畑遺跡で設定 さ れた 〔 プ ロ

ト 曽 畑〕 の 範鴫 と 捉 え る 土器、 ま た バ リ エ ー シ ョ ン に富む土器群が数多 く 提示 さ れて い る 。 こ の

第 E 群土器は第 1 - 9 類 に 分類 さ れて い る 。 第 8 類は隆帯文の数が減少 し た も の で轟 B 式新期 に

お け る 単純退化型で あ り 、 ま た、 第 9 類 は条痕文だ けの胴部片で あ り 除 く と し て 、 そ の他の土器

群に認め ら れ る 施文技法 と し て 刺突文、 押引文、 沈線文、 隆帯文 が あ り 、 横位区 画 も 隆帯文、 刺

突文、 押引文、 沈線文 な どで行われて い る 。 第 5 類の資料の 中で主 に 沈線で 区画 を な す が、 押引

文での 区 画 を 行 い 同 じ く 押 引 で重弧文 を 施す特徴的 な 土器 も 見 ら れ る 。 ま た、 押引文 と 沈線文 と

を 併用 す る 資料が あ り 、 押引文か ら 沈線文への移行 を 示 し て い る と も 見れ よ う 。

一方、 曽 畑式土器 に 関 し て 口 縁部の内面施文状況 を 層位的 な 統計処理 を 行 い 、 「 内 面 に 文様 の

な い も の」 → 「内面の文様が刺突文だ け の も の」 → 「内面の文様が刺突文 + 沈線文の も の」 と 層

位的 に 新 し く な っ て い く こ と を 確実 に掴 む こ と がで き て い る 。

田 中 良之氏 は 縄文時代中期土器の祖形 を 追求す る な かで、 並木式土器の発生 ・ 成立 に 関 し て 九

州 北岸 に 主 と し て 出土す る 押引 文 を 有す る 土器群 を 「 曽 畑 (新) 式」 と 呼称 し て い る 。 ま た 、 曽

畑式土器の新 し い 時期の土器 と し て 考 え る 轟 C ・ D 式土器 と は地域 を 異 に し て 存在 し て い た も の

と の見解が あ る 。

最近、 水 ノ 江和問 、 来畑光博氏 ら の積極的研究が相次 い で発表 さ れて い る 。 前者は 『西北九州

に お け る 曽 畑式土器の諸様相』 で あ り 、 後者は 『南九州 に お け る 曽 畑式系土器群の動態 と そ の背

景』 で あ る 。

『西北九州 に お け る 曽 畑式土器の諸様相』 で は西北九州地域 に 限定 を し て い る が、 層位的 ・ 一

括性に 安定 し た資料 を 対象 と し て お り 、 曽 畑式土器文様の 「割 り つ け」 方法 に 関す る 施文パ タ ー

ン の変遷 を 基準 と し た編年試案 と 、 展開論が あ る 。 西北九州 曽 畑 I 式 - m 式 と さ れ、 基本的見解

は 第 I 式の 「割 り つ け を 定型的 ・ 計画的 に 土器外面全体に施す も の」 の施文ノf タ ー ン の変化 ・ 消

滅 し て い く 段階で続 く 第 n . m 式 と し て 捉 え て い る も の で あ る 。 土器群 は 曽 畑 I 式 は深堀遺跡第

6 層の江湖 タ イ プの土器群、 E 式は菜畑、 伊木力遺跡土器群、 E 式 は 山鹿貝塚第 4 層や元松原遺

跡の土器群 を 典型例 と し て い る 。 ロ 縁部の文様帯 に 刺突文が施文 さ れた も の は概ね古 く さ れて い
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た が 、 こ の捉 え方 を す る と 第 E 段階 に 口縁部文様帯 に 刺突文が あ る も の が あ っ た り 、 逆 に 第 1 段

階 に 口 縁部直下か ら 区画文 を 施す土器が あ る こ と も 述べ ら れ よ う 。 そ し て 、 轟 B 式土器や阿多 ・

野 口 タ イ プ土器群か ら 系譜 を 引 く 諸特徴の存在が判 明 し 、 曽 畑式土器成立 に 関 す る ー側面 を 窺 う

こ と がで き た と し て い る 。 ま た 、 曽 畑式土器の 出現地は 西北九州 で あ る と 考 え 、 こ こ を 中 心 に 九

州 全域 に 展開 し た も の と し て い る 。

来畑氏 は 南九州地域の 曽 畑式土器の集成作業 を 行 っ て い る 。 従来、 南九州地域の代表的 な も の

と し て 「 日 勝山式土器」 が知 ら れ、 曽 畑式土器の南下に と も な い 地域色の強 い 土器 と し て の イ メ

ー ジ を 大 き く 変更 し て い る 。 西北九州地域で古 〈 位置づ け ら れ る 資料が多 く 堤示 さ れ、 八代海 を

介 し て 早い 段階で薩摩半島 を 中心 と し た地域 に 流入 さ れて い る 事実が示 さ れて い る 。 ま た 、 そ の

「先行す る 野 口 ・ 阿多 タ イ プの進出経路 を 発展 さ せ た も の と 考 え ら れ る 」 と の 注 目 さ れ る 見解が

述べ ら れて い る 。
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